
一〇
１
８
年

（平
成
３０
年
）
元
旦
号

ア
ア
は
ど

う
生
ま
れ

卜
は
色
々

す
が
、　
一

の
中
で
、

で
あ
る
か

う
え
る
か

し
て
、
い

に
合
っ
た

の̈

こ
と
を

一
生
懸
命

に
、
と
語
る
大
木
市

長

さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
打
ち
出
し

て
い
く
か
で
す
。
急
速
に
進
む

少
ｒ
高
齢
化
、
空
家
問
題
等
々
．

世
の
中
が
激
変
し
て
い
る
時
代

で
す
。
も
う
立
ち
止
ま
っ
て
い

ら
れ
る
時
代
で
は
な
い
と
い
う

こ
と
で
す
ね
。

例
え
ば
、
認
知
症
の
家
族
が

徘
徊
中
、
万
が
一
踏
切
な
ど
で

事
故
に
あ
い
、
第
二
者
に
損
害

を
与
え
て
し
ま
っ
た
時
に
、
最

高
で
３
億
円
の
損
害
賠
償
金
が

出
る
保
険
に
市
が
加
入
し
た
件

も
そ
う
で
す
。
実
際
に
そ
の
よ

う
な
事
故
で
賠
償
金
を
請
求
さ

れ
、
裁
判
に
な
っ
た
事
例
が
あ

り
ま
す
。
踏
切
が
３２
カ
所
と
多

い
大
和
市
内
で
生
活
す
る
場

合
、
そ
う
い
っ
た
危
険
性
を
は

ら
む
わ
け
で
す
か
ら
、
市
が
ど

う
に
か
し
て
あ
げ
ら
れ
な
い
か
、

と
考
え
る
訳
で
す
．
保
険
加
人

自
体
は
そ
れ
ほ
ど
予
算
が
必
要

な
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
．

小
学
５
年
生
か
ら
中
学
３
年

生
を
対
象
と
し
た
自
転
車
保
険

も
同
様
の
発
想
で
す
■
人
和
市

は
県
内
で
も
有
数
の
平
ら
な
ま

ち
、
坂
道
の
少
な
い
ま
ち
で
す

か
ら
、
必
然
的
に
自
転
車
の
利

用
が
多
く
な
り
ま
す
。
利
用
曇

が
増
え
れ
ば
、
当
然
リ
ス
ク
も

高
く
な
り
ま
す
か
ら
、
そ
こ
に

手
を
打
つ
わ
け
で
す
。
行
政
に

も
限
界
は
あ
り
ま
す
が
、
努
力

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
」―
―
待
機
児
中
問
題
も
昨
年

４
月
、
「２
年
連
続
ゼ
ロ
」
を
達

成
し
ま
し
た
．

「と
に
か
く
待
機
児
童
で
困

っ
て
い
る
保
護
者
の
立
場
に
立

っ
て
、
財
政
的
に
も
積
極
的
に

力
を
人
れ
、
定
員
、
施
設
を
増

や
そ
う
と
頑
張
っ
て
き
ま
し
た
．

対
策
と
し
て
定
員
を
４
年
前
と

比
べ
て
２
倍

（
１
７
０
０
人
↓

３
４
５
５
人
）
に
、
施
設
を
３

倍

（
・８
施
設
↓
５４
施
設
）
に
増

や
し
ま
し
た
。
た
だ
待
機
児
童

は
、
前
年
ゼ
ロ
だ
か
ら
と
言
っ

て
、
次
の
年
も
ゼ
ロ
に
な
る
保

法
人
風
航
会
大
和
中
央
眼
科

一者
目
線
」
と
「先
進
医
療
」
で

一
人
ひ
と
り
に
寄
り
添
う
診
療
を

多
焦
点
レ
ン
ズ
を

用
い
た
老
眼
治
療

Ｈ
は
、
眼
内
の
水
品
体
が
厚

み
を
変
え
る
こ
と
で
見
る
距
離

を
調
整
し
て
い
る
．
こ
の
水
品

体
は
年
齢
と
と
も
に
蛋
白
質
が

使
化
し
調
整
力
が
弱
ま
る
。
「こ

れ
を
老
眼
と
言
い
、
誰
し
も
４５

歳
位
に
な
る
と
ス
マ
ホ
画
面
を

いな応対を
ツフ

一り
患
者

る
大
和

（眼
科
」．

一矯
正
手

焦
点
レ

一を
手
掛

け
て
い
る
点
。
同
院
の
遠
藤
麻

里
子
院
長
は

「患
者
さ
ん
や
そ

の
家
族
の
セ
場
に
サ
っ
て
思
者

さ
ん
に
向
き
合
う
よ
う
ス
タ
ッ

フ
全
員
が
取
り
組
ん
で
い
ま

す
」
と
話
す
．

用
い
た
治
療
を
行
っ
て
お
り
「多

焦
点
レ
ン
ズ
に
よ
り
遠
・
中
・

近
距
離
全
て
に
ビ
ン
ト
が
合
う

の
で
、
遠
視
・
近
視
・
乱
視
・

老
眼
が
同
時
に
治
療
可
能
で

す
」
と
院
長
．
片
日
３８
万
円
、

乱
視
用
４２
万
円

（自
由
診
療
）

だ
が
民
間
の
医
療
保
険
の

「先

進
医
療
特
約
」
に
加
入
し
て
い

証
は
あ
り
ま
せ
ん
。
大
和
市
の

場
合
、
新
し
く
保
育
所
を
作
る

土
地
や
場
所
は
多
く
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
こ
が
今
後
の
大
き
な
課

題
と
言
え
る
と
思
い
ま
す
」

―
１
２
０
１
８
年
は
、
ど
ん

な
年
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
か
。

「
２
０
１
７
年
と
同
様
、
半
歩

で
も
前
に
進
ん
で
、
少
し
で
も

市
民
の
皆
さ
ん
が

「大
和
市
に

住
ん
で
い
て
よ
か
っ
た
」
と
言

っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
、
他

市
の
方
が

一大
和
市
の
人
っ
て

い
い
ね
」
と
羨
ま
し
が
ら
れ
る

よ
う
な
、
そ
ん
な
市
に
向
か
っ

て
進
む
１
年
に
し
た
い
な
と
思

い
ま
す
。
そ
れ
に
は
日
の
前
の

事
を

一
生
懸
命
や
っ
て
い
く
だ

け
だ
と
思
い
ま
す
。
政
策
は
時

代
と
の
キ
ャ
ツ
チ
ボ
ー
ル
だ
と

一言
え
ま
す
。
時
代
の
危
機
感
に

対
応
で
き
る
よ
う
、
努
め
て
ま

い
り
ま
す
」

―
―
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

人
で
も
、
追
加
型
専
用
レ
ン
ズ

「Ａ
ｄ
ｄ
１
０
ｎ
」
（自
由
診
療
一

片
日
３５
万
円
、
乱
視
用
４。
万
円
）

が
使
用
可
能
と
な
る
。

災
害
時
や
運
動
時
に
適

し
た
新
し
い
近
視
矯
正

同
院
で
は

「眼
鏡
や
コ
ン
タ

ク
ト
無
し
で
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し

み
、
災
害
時
に
も
即
座
に
行
動

で
き
る
よ
う
に
」
と
新
し
い
近

視
矯
正
手
術

「Ｉ
Ｃ
Ｌ
」
も
導

入
し
て
い
る
．
角
膜
を
削
る
レ

ー
シ
ッ
ク
と
興
な
り
、
小
さ
な

切
開
創
の
み
で
眼
内
に
特
殊
な

大和法人会（公
社
）
大
和
法
人
会
青
年

部
会
は
、
１
月
１。
日
因
に

「就

職
フ
ェ
ア
２
０
１
８
」
を
開
催

す
る
。
会
場
は
大
和
市
文
化
創

造
拠
点
シ
リ
ウ
ス
の
や
ま
と
芸

術
文
化
ホ
ー
ル
。
時
間
は
１１
時

か
ら
博
時
．

大
和
・
海
老
名
・
座
間
・
綾

瀬
の
約
３
千
社
の
会
員
が
在
籍

す
る
大
和
法
人
会
。
若
者
が
地

元
企
業
に
触
れ
る
機
会
を
作
ろ

図
書
館
新
春

か
る
た
大
会

１
月
２
日
午
後
２
時
か
ら

大
和
市
文
化
創
造
拠
点
シ
リ

ウ
ス
４
階
図
書
館
健
康
テ
ラ
ス

で
１
月
２
日
ω
、
新
春
か
る
た

大
会
が
開
催
さ
れ
る
．

会
場
で
は
、
健
康
や
防
災
、

い
ず
れ
の
手
術
も
点
眼
麻
酔

の
み
で
５
分
程
度
．
院
長
は
「人

和
市
内
で
は
Ａ
ｄ
ｄ
　
Ｏ
ｎ
の

取
扱
い
は
当
院
の
み
．
ｌ
Ｃ
Ｌ

認
定
医
院
は
当
院
を
含
め
県
内

‐７
院
で
す
ｏ
今
後
も
地
域
の
特

さ
ん
に
新
し
い
治
療
内
容
を
発

信
し
続
け
ま
す
」
と
話
し
た
。

・白内障日帰り手術

近視矯正手術OCt)
・緑内障・糖尿病
・加齢黄斑変性
硝 子 体 注 射
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就
職
フ
ェ
ア
を
初
開
催

１
月
１０
日
大
和
の

「
シ
リ
ウ
ス
」
で

う
と
、
地
域
貢
献
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
企
画
さ
れ
た
も
の
．

当
日
は
県
央
４
市
か
ら
・４
社

が
参
加
。
樋
回
一
徳
部
会
長
は

「地
域
の
優
良
企
業
が
集
ま
る

絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
．
人
卒
予
定

者
、
社
会
人
、
主
婦
な
ど
誰
で

も
自
由
に
参
加
で
き
ま
す
。
地

元
企
業
に
興
味
の
あ
る
方
は
是

非
お
赳
し
を
」
と
話
す
。

回
〓
‘
ヽ
就
職
フ
ェ
ア
８
ヨ

地
元
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
テ
ー

マ
の
か
る
た
を
楽
し
め
る
。

時
間
は
、
午
後
２
時
か
ら
３

時
＾
参
加
無
料
で
年
齢
不
間
．

事
前
申
込
不
要
で
、
参
加
希
望

者
は
当
日
直
接
会
場
へ
。

問
い
合
わ
せ
は
、
市
立
図
書

館
健
康
コ
ー
ナ
ー
担
当
８
０
４

６
・
２
６
３
・
０
２
１
１

（
１

日
は
休
館
口
）。

●枚骨のメリットデメリット  簿回人気のテマてす′

-1月
19日①

「
海洋葬・樹木葬・Ⅲ今注目の散骨編]

●散骨とは自然夕のひとつ  参江貴
●海洋葬と樹木葬      .

【プログラム】
散骨の実際と相続について

●葬儀は相続の人|: など

亭

餅

預かり保育Ъ課外教室 ~
,丼上バレエ団によるパレエ教室
●イギリス人教師による本格的な英語教室
,温水プールでの年間を通しての水泳教室
,楽しく心身を鍛えるラグビー教室

●046-275-8036
柵 -101-鰈

〔
着

会場 /大和市動労福社会館 2階
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